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設に倍率を計算するとは検定によって地震計の拙針倍率:'Y左定め:る事では

たし地震動の週期や減衰比・匂によって餐る所め振動暗率..~を計算ずる事を

云ふのである。此の仕事は経験上日常必須のものでァ多くは表若くは園(倍率

曲線)等を諌め作ってjないて，之に依って求めてゐるがy 何れも内挿法が厄介

であるし箇々の地震計によって異払叉調整の度毎に愛化する減衰比の値に臆

じて拍き直さねばならぬ面倒があった。

ノモグラフは此等の飲黙を賓に巧く補ってゐて，一度作って置きさへすれば

如何友る減衰比に封しでもそのま L役立ち，内挿法も極めて容易で、ある O 既に

Siebergの Erdbebenkundeたどにも載ってゐるが精精度が悪〈費用に遁しな

い憾があったので今少し精度の良い園を試作して見た。

国の設明

国は三葉に分けてあるが何れも左端旬と記した直線は減衰比のスケr-}レ，中

央 T/Toと記した曲線は地震動の週期 T と地震計の固有週期 1'0の比を表は

ずスケー Jレ7 右方 U と記した直線は u=v/~ ~pち描針倍率 V と振動倍率お

との比を表したスケ{ルである。

闘は三葉八部分に分れてゐて (1)は l'/Toが Oから 1.0迄， (II)は 1.6迄，

(III)は.2.3迄， (1V)は 2.8迄， (V)は 3.8迄， (V1)は 5.0迄， (V11)は

7.0迄， (VII1)は 10.0註とたってゐる。

使用法

先づ奥へられた減衰比旬と週期の比 u= 1'/1'0の値を夫々旬尺及び l'jTo尺

の上に求めy 其の二黙を直線(賞際にはセルロイド長定規に細線を引いたもの

を使用すると便利である〉で結び、その延長と U 尺との交黙の月盛を讃めば印

ち求むる U を得るo ~==V/U であるから~は直も巴本め)..ËLtL.;Q.O一一一一一

唯 '1'jTo曲線の (1)を用ひた場合は U‘尺も.(1)も.(II1)を用ぴる場合は

c-89 )号



U尺も (III).を用ひる事丈けは忘れではならない。例へば旬が 4.5，uが 0.50

とすれば U は， 0.866 (以上 Iveよる)，旬が :6.20，'/，tが 9.25とすれば Uは.

84.9 (VIIIによる〉とたる O

極簡皐に本園の計算方法を述ぺる。

ーー地震計倍率の式は

法算計

u-==レ/{1ーがF十4μ2.U:! 、・・・ h ・・・・・・1・・・・・・・・・・ (1).
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(μ2は減衰常数)であるO
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とすれ~~ノAモグラフ化可能の式とたる O .. 
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1.先づ紙(方眼紙が便利〉の一端に直線 OU，を引き，遁嘗な長さ m]を単

位に取って OU]，OU2 ， ・・・・， 0万二の長さを夫々 m1U1 '!.， 仇;U~?， ~.・・・，伽]U叫2

たらしめ且つ U1， U2， ， Un黒占の傍へ夫々 UH U'!.，・・・・，Unの値を記して

ゐく。即ち I(U)ニu'/.の函数尺 (U尺〉を作るのである。

2. 紙の他端へOUに平行な直線Pψ を引き長さ m2を皐位として1.と同様に

p(旬)=μJZ='Tr
7r'1.+(lOg'e旬)~

たる函数尺(の尺)を作る。

3. T/1'o曲線の各黙の座標は

一例1(4α2)
・・(3)

伽 1(4'n!!)十例z

問 1mil十川r
タ= ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・(4)

m](4'n'!.)十例z

で表はされる O 但しとの m軸は OP(U:?ニ O の黙と〆=0の黙を連ねる線)

に平行，ク軸は U 尺(従つての尺〉に平行に取れ原賄は o(U尺上 U2=

O の賄)とする O 叉 lは OPの長さである O

4. (3)，μ)式によって 1'/1'。曲線を描くのは相嘗面倒であるからy 此の場合

の様に表が就に知られてゐる時は目盛らんとする仰の任意の位向に封臆する

U 及旬の値二組 (Uλ，V~..) ， (U入Jのど)を表から求め，U尺上の Uλ 貼，旬尺上

のh 黙を結ぶ直線と UA'， v^， 二駄を結ぶ直線との交黒占を取れば~pち求むる nλ

を表はす黙であるo /1慎失αの種々の値に封しとの方法を行って行けば l'/1'u曲

線を得る。

ー， 5. (2)式に於て〆=1(従つての=1)とおけば

U2=(1 十 u~r!...........................;..............(5)

とたわ叉〆=0.5(ψ=23.1 )と訟けば

VZ=l十u4

となり ，~t の任意の値に封臆する U2 の値を簡単に求めるととが出来る O 例入・に

釣すでる Uの値を (5)式から求めたものを UA，(6)式から求めたものを uλF と t

すれ出(旬=1，U=u，λ)， (旬=23.1，Uニ Uλ，)なるこ組の U，旬の値を用ひて 4.

(2)気象常用表策 9)民其他地震事書〆

(9~ 0) 



の方法を行ふのも一法である。

. .・.

v U 
1・0寸

[ 
fi:f，cl 

(l) r'(Uf 
、

2.0j 町 2.' 

2..0-

Yi ，.') 
O.9-t-'.S 

ゃ τ入 ペ 〆にてJ、 ←十一 '.T

5".0 
ぐわ

。;::見
も'<1'

O.8-l，.~ 
6-0 

'S"' 
1ろ

7・0
0.7 1・4

8.0 
，.> 

9-0 

。.6 ¥.2 

，().O 
1.1 

10 

.).9; 

O.g 

K.KIT月開U1¥n
-:) ‘ 

句 0・"3-=:E-0ι J 

可剖. . ...::t:::....，oきs'"

0・2，-4-().斗

く92) 



17 V 
llVJ r::-rv) 

15" 

lm> 

2.0 

，.9 

， s 

バ

¥.b 

~X 

‘二:.i 2.・01=- '三~ -\.~-↓-6 

、3---‘ ヒー ，.b ---'. -1斗ーゲ

K.KITAMURR 

( 93.) 



lVf) rVfn {明百}
---ーー『 ，-̂田，ー、 ，.--圏、

U v U 
2.~ 

S1o 0方「ー、.-100 
Fi3" 3. .1 

T/了。 九二 .T/To
キ 2 

ー

一ー・9

F卜卜 90

サ

1，0 

20 

2ト0

4.0 

5:0 

。o

F 仁 戸ト l→ 今トト70
7・0

S、o

9‘o < 

10.0 斗

23‘i 

K， KITAMUR~ 

.( 94 ) 

10 

00 

30 

E h
u
n
v
 

q

4

4

a

 

一一一

、


